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【キーワード】

処　理　方　式
流動層式乾式比重選別機

要　素　技　術 比重分離、造粒、配合

樹　脂　類　別 ASR 化 学 物 質 名  
形 状 別  用　 途 別 自動車部品
法　　規　　制 自動車リサイクル法 国　　　　 別 日本

 

 

調査
研究
内容

 

　自動車リサイクル法でリサイクルが義務づけられている自動車シュレッダーダスト（ASR）は昨年度実
績で約6割が埋立に替わってエネルギー回収としてサーマルリサイクルされている。一方ASR中のプラス
チックが再生利用された例はない。ASR中には6割を占める可燃分の4-5割が汎用樹脂のＰＰ(ポリプロピ
レン)であり、全体の２割を占める。このＰＰを選別分離し自動車部品として再生利用する技術を開発す
ることで、資源の節約・温暖化防止に貢献し、もって機械振興に寄与する。

 

 

調
査研
究結
果

 

自動車シュレダーダスト再資源化工程から採取した試料を前処理として風力選別・手選別によるゴム類の
除去を行った。前処理後の試料を用いて流動層乾式比重選別を行い、ＰＰ純度８９％（ＰＯ純度９６％）
の浮上物を回収率４１％で得た。この回収物をバージンＰＰ原料に２０％混合した再生材で自動車部品の
成形を行ったところ、成形性・品質共に問題なく利用の可能性が確認された。回収材ペレット化時にスク
リーンメッシュの目詰まり頻度が増え生産性向上の課題が残った。
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